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卒業（修了）年月・学科（専攻） 平成３１年３月・ 環境科学研究科 環境動態学専攻 

氏     名 西平 幸生 

団  体  名 株式会社日吉 

所 属 部 署 管理部 施設１課 

職     種 施設維持管理業務 

 
【会社（団体）の概要・ＰＲ】 

弊社は創業以来 65 年、「社会立社・技術立社」を社是に、90 以上の許認可と 2000 あまりの有資格者を保有

し、環境・食品などの分析・測定、インフラ施設の維持管理、廃棄物処理や道路維持管理、工業薬品販売など

の事業を幅広く手掛け、各種サービスをコンサルティングも含め“ONE-STOP”で対応できる課題解決型環境ト

ータルサポート企業です。また、「環境問題に国境なし」の考えの基、30 年に渡る国際貢献活動を経て、各国

での事業展開への取組みを拡大しています。 

 

【現在担当している仕事】 

入社 1年目に取得した浄化槽管理士という資格を生かし、集落の生活排水を処理する施設の維持管理業務に

携わっています。この施設では微生物（活性汚泥）を利用することで、生活排水を河川に放流できる水質基準

まで綺麗に処理しています。「正常な状態を知ることで初めて異常に気付くことができる」という考えのもと、

機器が正常に動いているか、排水が正常に処理されているか巡視点検を行うことが主な業務です。 

 

【働いてみての感想】 

施設の維持管理では、時には施設を我が子のように思い業務にあたることが大切だと強く感じました。より

良い維持管理には、機器故障といったトラブルへの迅速な対応や、季節変動に応じた微生物量や空気量の根気

強い調整が要求されます。施設を守るのは我々しかいないという責任感のもと、排水がどんどん綺麗になる様

子からは大きな達成感が得られます。 

また、大学の研究とは違い、「いかに効率よく最大限の成果を挙げるか」ということを強く意識するように

なりました。研究では納得のいくまで行っていたことも、業務では時間の制約がある為に、業務の優先順位を

都度考え更新し、場合によっては妥協点を見つける必要があります。 

 

【大学で学び、現在の仕事で活かされていること】 

大学で学んだ環境科学に関する知識、特に 1・2 回生の間に学んだ基礎知識は、排水処理技術の理解に活か

されています。排水処理には、生物や化学、物理、電気など様々な分野が相互に絡み合っており、理解するた

めには幅広い知識・経験・技術が要求されます。基礎知識があったからこそ、業務の習得がスムーズに行えて

いると実感しています。 

また、現在の維持管理業務において重要な「異常を察知する力」は、研究で培った科学的思考や、実験結果

に対して疑問に思う嗅覚が基礎となっています。 

 

【後輩へのメッセージ】 

視野を狭めず、様々な業界に興味をもつことをお勧めします。 
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私は、実験室などでの屋内業務を中心に就職活動を行っていましたが、現在は屋外業務中心の浄化槽管理士

という職業に就いています。この職業・分野に関して入社するまで深く知りませんでしたが、業務を経験する

うえで、コツコツと真面目に取り組むこの職業は自分に向いていると感じています。なじみのない職業でも、

取り組んでみると意外な適性が見つかるかもしれません。視野を広く持ち、新しい世界に恐れず飛び込んでみ

てください。 

 

 

卒業（修了）年月・学科（専攻） 平成 26 年 3 月・環境科学部 環境政策・計画学科 

氏     名 稲葉 貴士 

団  体  名 株式会社日産技術コンサルタント 

所 属 部 署 技術一部 設計２課 

職     種 設計 

 
【会社（団体）の概要・ＰＲ】 

日産技術コンサルタントは、公共事業や民間プロジェクトの計画立案から調査・設計・施工監理までを一貫

して行う技術コンサルティング会社です。今後ますます高度化し多様化する社会の要請に応えるため、コンサ

ルティング会社本来の技術面におきましても、最新技術の導入、環境保全技術の研鑽に努め、「技術をとおし

て社会の健全な発展と環境保全に貢献する企業」を目指しています。 

 

【現在担当している仕事】 

私は、主に公共事業の廃棄物処理に係る計画立案・調査・設計・施工監理まで一連の業務を担当しています。

各自治体における廃棄物処理事業は、住民の生活環境の保全と循環型社会形成の推進に不可欠な事業であり、

持続可能な社会づくりに向けて直接的に携わることができます。また、焼却施設等の建設事業になると、自治

体にとって数十年に一度の大きな事業を支援していくこととなり、ソフト・ハード面において広範囲な技術力、

的確でわかりやすい説明やプレゼンテーション力が求められます。 

 業務の中には、自治体の廃棄物処理事業に関わる様々な審議会に参加する機会もあり、その中では、外部

有識者として参加されている滋賀県立大学の先生方とご一緒する機会もあります。 

 

【働いてみての感想】 

私は、環境に携わる仕事に就きたく滋賀県立大学に入学したこともあり、今の仕事では直接的に環境に携わ

ることができる仕事であるため、日々やりがいを感じています。仕事では法令から廃棄物処理システムまで多

様な知識を求められるため、勉強することが必要になりますが、仕事自体は一人ではなくチームでプロジェク

トを推進するため、周囲とのコミュニケーションを充実させることで不安なく働くことができています。 

 

【大学で学び、現在の仕事で活かされていること】 

環境政策・計画学科が掲げるコンセプトである「答えを探すな“問題“を探せ」は、実際に社会に出て働く

中で、より一層重要な考えであることに気づかされます。その中で、大学の授業や卒業研究において問題を探

し、答えにたどり着いた経験はどの職場においても活かされる機会が多いと思います。 
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